
固定給油設備のノズルに設置されている姿勢検知機能について 

 

１ 概要 

ノズル管先端が２０度以上上向きになると、姿勢検知センサーが作動して吐

出が停止する機能を備えたノズルのことである。 

 

 

２ 現在の市場への普及率 

姿勢検知機能を備えたノズルについては、計量器工業会に所属する全メーカ

において、平成１６年以降製造のノズルについては、当該機能が標準装備とな

っている。 

 

 

 

姿勢検知機能を設置することで低減されると考えられるリスク 

事故パターン１（固定給油設備の不具合によるガソリン流出） 

事故パターン２（給油行為者の故意又は過失によるガソリン流出） 

ガソリン大量流出のリスク 

 

※ 姿勢検知機能については、現在は点検の対象となっていない（資料 4-3-1

参照）ため、定期的に作動確認を行うことが必要ではないか。 

 

  

計量器工業会 から写真ｏｒ
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参考：危険物保安技術協会「固定給油設備等及びこれらの構成設備の型式試験

確認実施要領」（平成１０年３月１１日制定・最終改正平成１９年８月

２０日）（抜粋） 

 

 

 


